
佐賀県唐津市におけるUPZ内から避難先までの主な経路②からつし

UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

ＰＡＺ内（玄海町）要避難者の避難実施結果（在宅要避難者） 資料４６

訓練地区
（施設名）

福祉
車両

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

各地区公民館 4 4 天寿荘 9:30 11:35 15:17

天寿荘

各地区公民館



佐賀県唐津市におけるUPZ内から避難先までの主な経路②からつし

UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

ＰＡＺ内（玄海町・唐津市）要避難者の避難実施結果（社会福祉施設） 資料４７

天寿荘玄海園

多久陸上競技場

訓練地区
（施設名）

福祉
車両

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

玄海園 3 3 天寿荘 13:00 13:25 14:14

避難経路
玄海町第二コミュニティセンター
→多久市陸上競技場→天寿荘

宝寿荘

避難経路
宝寿荘→唐津市作礼荘
→清水園

清水園

要避難者受入

受付

要避難者受入

問診

訓練地区
（施設名）

施設
車両

自衛隊
車両

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

宝寿荘 2 1 15 清水園 11:30 11:30 13:30



佐賀県唐津市におけるUPZ内から避難先までの主な経路②からつし

UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

ＰＡＺ内（玄海町）要避難者の避難実施結果（保育所） 資料４８

小城市生涯学習センター

ふたば園

訓練地区
（施設名）

中型バス

人数 実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

ふたば園 26 26 小城市生涯学習センター 9:15 9:15 10:57



UPZ

PAZ

玄海原子力
発電所

小城市生涯学習センター

江北町文化交流センター

玄海町
値賀川内地区

唐津市
鎮西町

（横竹地区）

PAZ内住民の避難実施結果（佐賀県） 資料４９

訓練地区
（施設名）

自家用

車人数

バス人数
実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

7 7

29 27
訓練地区
（施設名）

バス人
数

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

唐津市
横竹

30 15 江北町文化交流センター 9:10 9:04 11:10

小城市生涯学習センター 9:00 8:42 10:38
玄海町
値賀川内



鷹島地区
黒島地区

鷹島地区

大村防災航空センター

PAZ内住民の避難実施結果（長崎県） 資料５０

避難経路
黒島⇒御厨港⇒国道２０４号⇒国道２
０２号⇒国道３５号⇒県道１０７号⇒
県道１号⇒波佐見町体育センター

避難経路
鷹島ＨＰ⇒長崎ＡＰ⇒県道３８号
⇒国道３４号⇒国道２０５号⇒県
道４号⇒波佐見町体育センター

避難経路
鷹島⇒県道２１７号⇒国道２０４号⇒国道
２０２号⇒国道３５号⇒県道１０７号⇒県
道１号⇒波佐見町体育センター

訓練地区
（施設名）

バス
人数

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

鷹島 24 24 波佐見町体育センター 8:40 8:44 10:22

訓練地区
（施設名）

自家
用車

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

鷹島 15 15 波佐見町体育センター 8:40 8:44 10:22

訓練地区
（施設名）

船舶 実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

黒島 10 5 波佐見町体育センター 8:50 8:50 11:00

波佐見町体育センターへ

バス乗車

住民の検査

車両の検査

健康相談

安定ヨウ素剤（模擬）配布



佐賀県唐津市におけるUPZ内から避難先までの主な経路②
からつし

UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

UPZ内住民一時移転等の実施結果（佐賀県） 資料５１

唐津市
加唐島

唐津市
浄水センター

唐津港

唐津市
原地区

伊万里市
大川内地区

伊万里市
山代地区

玄海町
新田地区

東川登公民館

小城市生涯学習センター

みやき町中原庁舎

訓練地区
（施設名）

自家用

車人数

バス人数
実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

3 3

24 23
小城市生涯学習センター 12:30 12:31 14:49新田

住民参集 安定ヨウ素剤（模擬）配布 船舶避難準備 避難船舶へ乗船

唐津港へ出航 避難船舶より下船 避難船舶より下船

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数（代替）の経路は必ず必要。唐津市は、複数経路になっていないので、必ず追加が必要。�（市の避難計画には、いずれ載せればよい。）内閣府HPでも「確認の視点」として「経路の複数設定」を明記している。複合災害のことは、緊急時対応で考えられているのか？→　●　複数の避難経路を設定している。　　 ●　道路が通行できない場合の復旧策を設定している。�　　 ●　不測の事態では、実動部隊。このﾍﾟｰｼﾞは、説明時に必ず代表ﾍﾟｰｼﾞでﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟするので、見やすく、�工夫したほうがよい。



佐賀県唐津市におけるUPZ内から避難先までの主な経路②
からつし

UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

学校福祉施設等一時移転等の実施結果（玄海町） 資料５２

訓練地区
（施設名）

大型バス

人数

中型バス

人数

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

312 304

31 28
訓練地区
（施設名）

中型バス

人数
実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

あおば園 31 31 小城市生涯学習センター 11:00 11:01 12:46

小城市生涯学習センター 11:00 11:05 13:40玄海みらい学園

小城市生涯学習センター

玄海みらい学園

あおば園

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数（代替）の経路は必ず必要。唐津市は、複数経路になっていないので、必ず追加が必要。�（市の避難計画には、いずれ載せればよい。）内閣府HPでも「確認の視点」として「経路の複数設定」を明記している。複合災害のことは、緊急時対応で考えられているのか？→　●　複数の避難経路を設定している。　　 ●　道路が通行できない場合の復旧策を設定している。�　　 ●　不測の事態では、実動部隊。このﾍﾟｰｼﾞは、説明時に必ず代表ﾍﾟｰｼﾞでﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟするので、見やすく、�工夫したほうがよい。



UPZ内住民一時移転等の実施結果（糸島市） 資料５３

新町公民館

そぴあしんぐう

浜窪公民館

福井営農研修施設

筑紫野市
勤労青少年ホーム

安定ヨウ素剤（模擬）配布

バス乗車

車両の検査

車両の検査（ゲート型）

住民の検査ペットの受入

訓練地区
（施設名）

バス
人数

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

福井営農研修施設 40 20 筑紫野市勤労青少年ホーム 13:10 12:57 14:02

浜窪公民館 36 37 筑紫野市勤労青少年ホーム 13:10 13:09 14:50

新町公民館 40 17 そぴあしんぐう 13:40 13:29 15:00

訓練地区
（施設名）

自家
用車

実績人数 避難先施設 出発(予定) 出発(実績) 到着(実績)

新町公民館 4 6 そぴあしんぐう 13:15 13:29 14:37



UPZ

PAZ

福岡都市高速

九
州
自
動
車
道

玄海原子力
発電所

ヘリコプター及び船舶による映像伝送 資料５４

発電所状況

避難退域時検査

離島避難

避難状況

避難状況

除染テント設置



資料５５-１

原子力施設事態即応センター

玄海原子力発電所緊急時対策所

原子力事業者災害対策支援拠点

移動式大容量ポンプ車の準備

原子力事業者防災訓練の実施状況



資機材の積み降ろし

ヘリコプターによる空輸

緊急時モニタリング

被ばく患者の搬送

原子力事業者防災訓練の実施状況 資料５５-２



n 背景と目的

Ø 地震等の大規模災害時に、従来は、救援航空機と地上の運航拠点の間では航
空無線による音声通信、運航拠点と災害対策本部の間では電話やFAXで情報
伝達され、ホワイトボード等で共有化されている。

Ø これらをデータ通信化することにより、大規模災害時にもより効率的な情報伝達・
共有化を可能にし、それらのデータを有効活用した運航管理により、航空機によ
る救援活動をより効率的に行うための技術、規格、システムを開発する。

D-NETの概念図

D-NETの概要 （１/２）

防災訓練におけるＤ－ＮＥＴの運用状況 資料５６-１



D-NETの概要 （２/２）

n 機能概要

Ø D-NETは航空機と災害対策本部の情報通信をデータ化するシステムであったが、
対策本部に集約される以下のような情報も統合化するニーズが高まったため、こ
れに対応する事業計画（航空部門の研究開発事業）としてFY2015～2019で実施。
民間企業への技術移転による実用化が目標。

ü 地上からの通報
ü 他の災害情報システム（厚労省の広域災害救急医療情報システムEMIS、内
閣府戦略的イノベーション創造プログラムで開発される府省庁連携防災情
報共有システムSIP4D等）

ü 他の航空宇宙機器（衛星、無人機）で観測された災害情報

防災訓練におけるＤ－ＮＥＴの運用状況 資料５６-２



D-NETによる情報共有（車両15、船舶3、航空機2）

D-NET IP
インタラクティブ・プロジェクタを

活用した災害情報、被害情報の入力

車両

本体・ディスプレイ 衛星通信アンテナ

D-NET持込型システム
（航空機・船舶用）

D-NET
持込型システム
（車両用）

81佐賀県OFC

※写真は別訓練時のもの 県名 市町村名 数

佐賀県

玄海町 ３

唐津市 ２

伊万里市 ２

長崎県

松浦市 １

佐世保市 ３

壱岐市 １

福岡県 糸島市 ３

合計 １５

航空機

福岡県警察航空隊
（長崎県防災航空隊は
既存システムを活用）

船舶

県名 市町村名 数

佐賀県

第７管区
海上本部

１

唐津市 １

長崎県 平戸市 １

合計 ３

佐賀県庁

モバイル
プリンター

インタラクティブ
プロジェクター

ノートPC

８号館

防災訓練におけるＤ－ＮＥＴの運用状況 資料５６-３



情報共有例（9月3日）

巡視船「まつうら」位置データ

• 佐賀県庁、佐賀オフサイトセンターで入力された情報
Ø PAZ、UPZ範囲情報
Ø 災害情報（道路損壊、家屋倒壊等）
Ø 避難予定経路情報

• 避難車両等の動態情報
と共に各拠点で同一の情報を共有できることを確認した。

PAZ範囲
玄海町避難車両位置データ

避難予定経路（赤点線）

防災訓練におけるＤ－ＮＥＴの運用状況 資料５６-４




